
平成 20 年（2008 年）11 月・12 月              小川としゆき市議会レポート                     〈第 36 号①〉                                                         

                                              

●
今
議
会
の
概
要 

平
成
20
年
度
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日

に
召
集
さ
れ
、
10
月
３
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

                                          

今
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
件

数
は
、
全
38
件
で
、
そ
の
内
訳
は
、
そ
の
内
訳

は
、
『
予
算
案
』
が
５
件
、『
条
例
案
』
が
３
件
、

『
一
般
議
案
』
が
12
件
、
『
決
算
の
認
定
』
が
18

件
、
『
人
事
案
件
』
が
10
件
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 さ
ら
に
、
議
員
か
ら
の
発
議
９
件
（
条
例
案

３
件
・
意
見
書
６
件
）
と
市
民
か
ら
の
請
願
６

件
、
陳
情
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
市
長
提
出
の
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
は
全
員
一
致
も
し
く
は
賛
成
多
数
で
可

決
、
議
員
発
議
に
つ
い
て
は
条
例
案
が
共
産
党

提
出
の
議
案
が
否
決
、
千
葉
市
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
千
葉
市
議
会
政
務
調

査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
可
決
、
意
見
書
は
す
べ
て
可
決
、
請
願

に
つ
い
て
は
、
我
が
会
派
の
議
員
が
紹
介
議
員

と
な
っ
て
い
た
「
（
仮
称
）
検
見
川
３
丁
目
計
画

新
築
工
事
」
に
よ
る
住
環
境
悪
化
の
防
止
に
関

す
る
請
願
」
が
採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と
な

っ
た
他
、
残
り
５
件
の
請
願
に
つ
い
て
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
陳
情
は
、
１
件
が
採
択
送

付
、
１
件
が
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。 

 ●

 

毎
年
９
月
の
定
例
議
会
は
、
決
算
の
認
定
の

た
め
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
こ
の
委
員
会
を 

更
に
２
つ
の
分
科
会

に
分
け
て
審
議
し
ま
し
た
。 

平
成
19
年
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入

３
，
５
９
９
億
３
，
５
０
０
万
円
、
歳
出
３
，

５
６
３
億
６
，
４
０
０
万
円
と
な
り
、
実
質
収

支
３
億
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
特
別
会
計
14
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
３
，
１
０
７
億
８
，
５
０
０
万
円
、
歳
出
３
，

１
０
５
億
９
，
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
企
業
会
計
３
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
６
１
１
億
２
，
７
０
０
万
円
、
歳
出
７
１

６
億
９
，
８
０
０
万
円
と
な
り
、
こ
の
収
支
不

足
分
に
つ
い
て
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
等
で

応
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

対

 
 

な
お
、
２
年
次
目
と
な
る
第
２
次
５
か
年
計

画
の
進
捗
率
は
、
累
計
で
41
．
８
％
と
な
り
、

市
民
生
活
指
標
も
、
お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、
ま
た
、
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

も
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
新
行
政
改
革
推
進
計
画
の
３
年
次
目
と

し
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
初
め
115
項
目
に

取
り
組
み
、
約
76
億
円
の
財
政
的
効
果
を
あ
げ

こ
と
が
で
き
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

る

 

●
緊
急
３
か
年
整
備
計
画
に
つ
い
て 

今
回
の
９
月
議
会
に
先
立
ち
、
市
で
は
保
育

所
の
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
駅
周
辺
地
域
に

お
け
る
小
規
模
保
育
所
の
重
点
的
な
整
備
な

ど
を
内
容
と
し
た
「
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

緊
急
３
か
年
整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
計
画
で
は
、
改
修
費
等
に
一
定
額
の
助

成
を
行
う
た
め
、
補
正
予
算
で
対
応
す
る
の
で
、

今
議
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
主
な
内
容
は
、
設
置
運
営
者
に
こ
れ
ま

で
市
が
認
可
し
て
き
た
社
会
福
祉
法
人
や
学

校
法
人
に
限
ら
ず
、
株
式
会
社
と
い
っ
た
民
間

企
業
な
ど
を
公
募
し
、
幅
広
く
事
業
参
入
者
を

募
る
と
と
も
に
、
駅
か
ら
概
ね
徒
歩
５
分
以
内

の
利
便
性
の
高
い
地
域
で
の
保
育
所
整
備
を

促
進
す
る
た
め
、
屋
外
遊
技
場
を
近
隣
の
公
園

な
ど
で
代
替
で
き
る
よ
う
設
置
要
件
の
緩
和

を
行
う
な
ど
、
様
々
な
規
制
を
緩
和
し
、
目
標

年
度
の
平
成
22
年
度
末
ま
で
に
は
18
か
所
の

整
備
を
整
備
し
、
810
名
の
待
機
児
童
解
消
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

保
健
下
水
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
は
、
共

産
党
や
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
保
育
所
の
民

間
参
入
を
嫌
が
り
、
反
対
に
廻
り
ま
し
た
が
、

我
々
自
民
党
を
中
心
に
賛
成
多
数
で
可
決
成

立
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
都
賀
駅
周
辺
を
含
め
６
か
所
の

整
備
を
目
指
し
ま
す
。 
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こ
れ
ま
で
も
加
曽
利
貝
塚
の
保
存
や
活
用
方
法
、
周
辺
の
自
然
保
護
に
つ
い

て
、
縄
文
の
森
構
想
や
世
界
遺
産
登
録
な
ど
を
踏
ま
え
て
議
会
で
何
度
も
取
り
上

げ
て
参
り
ま
し
た
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
こ
の
加
曽
利
貝
塚
は
世
界
最
大
級
の
貝

塚
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
に
も
希
少
な
縄
文
文
化
を
象
徴
と
な
る
遺
跡

で
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
開
発
の
手
が
伸
び
て
き
て
お
り
、
こ
の
貴

重
な
遺
産
が
失
わ
れ
る
恐
れ
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
も
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

さ
て
、
皆
様
の
中
に
は
、
貝
塚
を
縄
文
時
代
の
単
な
る
「
ゴ
ミ
捨
て
場
」
と
お

考
え
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

実
は
、
酸
性
が
強
い
我
が
国
の
土
壌
で
は
、
骨
や
木
製
品
等
の
有
機
質
の
遺
物

は
腐
っ
て
し
ま
い
、
石
器
や
土
器
ぐ
ら
い
し
か
残
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
貝
塚
は

そ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
の
た
め
ア
ル
カ
リ
性
と
な
っ
て
土
壌
が
中
和
さ
れ
、
骨
や

木
製
品
等
の
有
機
質
の
遺
物
が
残
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
汚
い
話
で
す
が
、
糞
も

石
糞
と
い
う
形
で
発
掘
さ
れ
、
こ
の
石
糞
を
分
析
す
る
と
何
を
食
べ
て
生
活
し
て

い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
様
々
な
有
機
物
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
ゴ
ミ
を
調
べ
れ
ば
、
当
時
の
衣
食
住
と
い
っ
た
生
活
の
全
て
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
こ
こ
に
貝
塚
の
大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。 
ま
た
、
縄
文
時
代
は
約
１
万
年
ほ
ど
続
い
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
戦
争
ら
し
い
戦

争
も
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
化
は
世
界
的
に
見
て
も
稀

で
あ
り
、
あ
る
意
味
現
代
の
我
々
よ
り
共
存
共
栄
し
て
い
く
術
を
心
得
て
い
た
と

言
え
ま
す
。 

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
昨
今
、
循
環
型
社
会
の
形
成
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
縄
文
文
化
は
自
然
と
の
共
生
、
地
産
地
消
、
資
源
保

護
と
い
っ
た
現
代
社
会
が
進
む
べ
き
道
を
考
え
る
上
で
大
い
に
示
唆
に
富
ん
で

お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
貝
塚
は
守
る
べ
き
価
値
あ
る
貴
重
な
文
化
遺
跡
で
あ
り
、
世
界
に

誇
る
べ
き
希
少
な
文
化
財
な
の
で
す
。 

世
界
遺
産
登
録
に
は
、
地
元
の
方
々
に
も
一
定
の
制
約
が
加
わ
る
な
ど
、
課
題

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
一
度
、
こ
の
加
曽
利
貝
塚
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
何
度
も
行
か
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
是
非
上
記
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
加
曽
利
貝
塚
博
物
館
を
訪
れ
て
み
て

下
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 

千
葉
市
議
会
議
員

小

川

智

之

ご意見ご要望をお待ちしております！ 
  
 地域の諸問題や行政への政策提言等、ご意見ご

要望がございましたら、気軽に下記までご連絡下

さい。 議会への陳情・請願も随時受け付けてお

ります。 

～ 連 絡 先 ～ 

電 話 ： ０４３－２３２－１４３５ 

ＦＡＸ ： ０４３－２３３－０８６５ 

E-Mail ：   info@ogatoshi.com 
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ま
た
、
私
が
10
月
１
日
に
行
い
ま
し
た
一

般
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
当
局
か
ら
の
答

弁
の
一
部
を
以
下
、
掲
載
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
頂
く
か
、
直
接
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

ま
た
、
私
が
10
月
１
日
に
行
い
ま
し
た
一

般
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
当
局
か
ら
の
答

弁
の
一
部
を
以
下
、
掲
載
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
頂
く
か
、
直
接
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

ご

 

ご

 

  
      

１ 

千
葉
市
新
行
政
改
革
推
進
計
画
に

つ
い
て 

１ 

千
葉
市
新
行
政
改
革
推
進
計
画
に

つ
い
て 

２ 

経
済
振
興
施
策
に
つ
い
て 

２ 

経
済
振
興
施
策
に
つ
い
て 

（
１
）
企
業
誘
致
に
つ
い
て 

（
１
）
企
業
誘
致
に
つ
い
て 

（
２
）
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て 

（
２
）
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て 

３ 

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て 

３ 

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て 

４ 

障
害
児
教
育
に
つ
い
て 

４ 

障
害
児
教
育
に
つ
い
て 

５ 

地
域
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て 

５ 

地
域
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て 

６ ６  

第
３
次
拡
張
事
業
に
つ
い
て 

 

第
３
次
拡
張
事
業
に
つ
い
て 

      

●
『
企
業
誘
致
に
つ
い
て
』 

●
『
企
業
誘
致
に
つ
い
て
』 

私
は
、
千
葉
市
の
立
地
上
、
物
流
を
中

心
に
据
え
た
企
業
誘
致
戦
略
を
考
え
る

き
だ
と
考
え
ま
す
。 

私
は
、
千
葉
市
の
立
地
上
、
物
流
を
中

心
に
据
え
た
企
業
誘
致
戦
略
を
考
え
る

き
だ
と
考
え
ま
す
。 

べ

 

国
に
お
い
て
も
、
物
流
の
重
要
性
を
理

解
し
て
お
り
、
平
成
17
年
10
月
に
「
流

通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る
物
流
総
合
効

率
化
法
を
施
行
し
、
物
流
の
総
合
的
・
効

率
的
実
施
に
よ
り
物
流
コ
ス
ト
削
減
・
環

境
負
荷
低
減
等
を
図
る
事
業
計
画
に
つ

い
て
、
国
の
認
定
と
、
こ
れ
に
伴
う
支
援

置
を
定
め
ま
し
た
。 

べ

 

国
に
お
い
て
も
、
物
流
の
重
要
性
を
理

解
し
て
お
り
、
平
成
17
年
10
月
に
「
流

通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る
物
流
総
合
効

率
化
法
を
施
行
し
、
物
流
の
総
合
的
・
効

率
的
実
施
に
よ
り
物
流
コ
ス
ト
削
減
・
環

境
負
荷
低
減
等
を
図
る
事
業
計
画
に
つ

い
て
、
国
の
認
定
と
、
こ
れ
に
伴
う
支
援

置
を
定
め
ま
し
た
。 

措

 
 

こ
れ
の
法
の
施
行
を
受
け
、
千
葉
県
も

高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に

お
い
て
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
物

流
施
設
立
地
の
適
切
な
誘
導
を
図
る
た

め
、
開
発
許
可
基
準
を
見
直
し
、
高
速
自

動
車
国
道
等
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
又

は
成
田
国
際
空
港
の
ゲ
ー
ト
よ
り
半
径

５
㎞
の
範
囲
内
で
、
原
則
幅
員
９
ｍ
以
上

か
つ
幅
員
１
ｍ
以
上
の
歩
道
が
整
備
さ

れ
た
国･

県
道
等
の
沿
道
で
県
が
指
定
し

た
区
域
に
認
定
を
受
け
た｢

特
定
流
通
業

務
施
設｣

を
立
地
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

た
。 

措

 
 

こ
れ
の
法
の
施
行
を
受
け
、
千
葉
県
も

高
速
道
路
イ
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タ
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チ
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図
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又
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成
田
国
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港
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り
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５
㎞
の
範
囲
内
で
、
原
則
幅
員
９
ｍ
以
上

か
つ
幅
員
１
ｍ
以
上
の
歩
道
が
整
備
さ

れ
た
国･

県
道
等
の
沿
道
で
県
が
指
定
し

た
区
域
に
認
定
を
受
け
た｢

特
定
流
通
業

務
施
設｣

を
立
地
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

た
。 

し

 
 

こ
の
よ
う
に
県
に
お
い
て
も
「
千
葉
新

産
業
振
興
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
今
後
、
本

県
に
お
け
る
物
流
の
効
率
化
・
高
度
化
、

人
と
モ
ノ
の
流
れ
の
活
性
化
を
進
め
る

た
め
、
昨
年
６
月
に
「
千
葉
県
物
流
戦
略
」

を
策
定
し
、
効
率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

し

 
 

こ
の
よ
う
に
県
に
お
い
て
も
「
千
葉
新

産
業
振
興
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
今
後
、
本

県
に
お
け
る
物
流
の
効
率
化
・
高
度
化
、

人
と
モ
ノ
の
流
れ
の
活
性
化
を
進
め
る

た
め
、
昨
年
６
月
に
「
千
葉
県
物
流
戦
略
」

を
策
定
し
、
効
率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

ク

 
 

そ
こ
で
、
本
市
の
物
流
施
設
に
対
す
る

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。 

ク

 
 

そ
こ
で
、
本
市
の
物
流
施
設
に
対
す
る

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。 
☆
答
弁
（
経
済
農
政
局
長
） 

☆
答
弁
（
経
済
農
政
局
長
） 
物
流
施
設
に
対
す
る
企
業
誘
致
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、
近
年
の
企
業

活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
や
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
な
ど
、
我
が

国
の
経
済
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
企
業
の
経
営
戦
略
に
お
い
て
「
物

流
」
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
率
的

な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

物
流
施
設
に
対
す
る
企
業
誘
致
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、
近
年
の
企
業

活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
や
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
な
ど
、
我
が

国
の
経
済
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
企
業
の
経
営
戦
略
に
お
い
て
「
物

流
」
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
率
的

な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

本
市
の
助
成
制
度
で
は
、
「
千
葉
土
気

緑
の
森
工
業
団
地
」
「
ち
ば
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
」
「
新
港
経
済
振
興
地
区
」
の
３
地

区
に
お
い
て
、
立
地
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
は
、
経
済
活
動
に
お
け
る

物
流
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
物
流
総
合
効

率
化
法
に
定
め
る｢

特
定
流
通
業
務
施

設｣

の
立
地
助
成
等
に
つ
い
て
、
関
係
部

局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
参

り
ま
す
。 

本
市
の
助
成
制
度
で
は
、
「
千
葉
土
気

緑
の
森
工
業
団
地
」
「
ち
ば
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
」
「
新
港
経
済
振
興
地
区
」
の
３
地

区
に
お
い
て
、
立
地
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
は
、
経
済
活
動
に
お
け
る

物
流
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
物
流
総
合
効

率
化
法
に
定
め
る｢

特
定
流
通
業
務
施

設｣

の
立
地
助
成
等
に
つ
い
て
、
関
係
部

局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
参

り
ま
す
。 

    

●

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て
』 

●

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て
』 

『

 

不
登
校
児
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
、

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
ひ
き
こ
も
り

の
相
談
業
務
は
保
健
福
祉
局
、
ニ
ー
ト
の

就
労
支
援
は
市
民
局
と
所
管
が
ま
た
が

っ
て
お
り
、
私
自
身
も
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
迷
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

『

 

不
登
校
児
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
、

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
ひ
き
こ
も
り

の
相
談
業
務
は
保
健
福
祉
局
、
ニ
ー
ト
の

就
労
支
援
は
市
民
局
と
所
管
が
ま
た
が

っ
て
お
り
、
私
自
身
も
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
迷
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
教
育
の
現
場
で
は
、
犯
罪
や
暴

力
と
い
っ
た
非
行
な
ど
顕
在
化
し
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
は
、
対
策
を
積
極
的
に

と
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
他
人
に
迷

惑
を
か
け
て
い
な
い
不
登
校
問
題
に
は

消
極
的
で
あ
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
教
育
の
現
場
で
は
、
犯
罪
や
暴

力
と
い
っ
た
非
行
な
ど
顕
在
化
し
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
は
、
対
策
を
積
極
的
に

と
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
他
人
に
迷

惑
を
か
け
て
い
な
い
不
登
校
問
題
に
は

消
極
的
で
あ
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
不
登
校
や
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
の
対
策
の
特
徴
は
、
基
本
的
に
相
談

に
来
た
も
の
に
対
し
て
何
ら
か
の
支
援

を
行
う
受
動
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も

指
摘
で
き
ま
す
。 

さ
ら
に
、
不
登
校
や
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
の
対
策
の
特
徴
は
、
基
本
的
に
相
談

に
来
た
も
の
に
対
し
て
何
ら
か
の
支
援

を
行
う
受
動
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も

指
摘
で
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め

に
は
、
窓
口
を
一
本
化
し
、
生
徒
・
児
童
・

家
庭
・
地
域
と
い
っ
た
現
場
の
声
を
き
っ

ち
り
と
吸
い
上
げ
、
支
援
で
き
る
体
制
作

り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め

に
は
、
窓
口
を
一
本
化
し
、
生
徒
・
児
童
・

家
庭
・
地
域
と
い
っ
た
現
場
の
声
を
き
っ

ち
り
と
吸
い
上
げ
、
支
援
で
き
る
体
制
作

り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
ま
ず
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も

り
に
対
し
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、
窓

口
の
一
本
化
に
関
す
る
見
解
を
お
伺
い

致
し
ま
す
。 

そ
こ
で
、
ま
ず
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も

り
に
対
し
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、
窓

口
の
一
本
化
に
関
す
る
見
解
を
お
伺
い

致
し
ま
す
。 

☆
答
弁
（
市
民
局
長
） 

☆
答
弁
（
市
民
局
長
） 

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
対
策
の
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、
幕
張

に
あ
る
職
業
訓
練
法
人
テ
ク
ノ
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
運
営
機
構
が
運
営
す
る
「
ち
ば
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
い

て
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
へ
の
自
立
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
各
区

役
所
等
で
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
な
ど
、
若
者
の
就
労
支
援
の

立
場
か
ら
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
対
策
の
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、
幕
張

に
あ
る
職
業
訓
練
法
人
テ
ク
ノ
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
運
営
機
構
が
運
営
す
る
「
ち
ば
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
い

て
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
へ
の
自
立
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
各
区

役
所
等
で
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
な
ど
、
若
者
の
就
労
支
援
の

立
場
か
ら
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 
次
に
、
庁
内
の
窓
口
の
一
本
化
に
つ
い

て
で
す
が
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
対
策

は
多
岐
に
わ
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
庁
内
で
の
体
制
を
含

め
ま
し
て
、
引
き
続
き
関
係
部
局
と
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
庁
内
の
窓
口
の
一
本
化
に
つ
い

て
で
す
が
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
対
策

は
多
岐
に
わ
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
庁
内
で
の
体
制
を
含

め
ま
し
て
、
引
き
続
き
関
係
部
局
と
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

      

●
『
第
３
次
拡
張
事
業
に
つ
い
て
』 

●
『
第
３
次
拡
張
事
業
に
つ
い
て
』 

泉
地
区
に
お
け
る
未
給
水
区
域
の
解

消
を
目
的
と
し
た
第
３
次
拡
張
事
業
は
、

平
成
15
年
に
認
可
を
取
得
し
、
更
科
町
、

下
田
町
な
ど
の
若
葉
北
部
簡
易
水
道
の

事
業
区
域
を
給
水
区
域
と
す
る
と
と
も

に
、
平
成
17
年
に
高
根
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
、

平
成
18
年
に
は
高
根
団
地
、
本
年
７
月
に

は
い
ず
み
台
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
と
相
次
い

で
、
配
水
管
を
整
備
し
、
団
地
の
専
用
水

道
を
市
営
の
水
道
に
切
り
替
え
、
給
水
を

開
始
し
ま
し
た
。 

泉
地
区
に
お
け
る
未
給
水
区
域
の
解

消
を
目
的
と
し
た
第
３
次
拡
張
事
業
は
、

平
成
15
年
に
認
可
を
取
得
し
、
更
科
町
、

下
田
町
な
ど
の
若
葉
北
部
簡
易
水
道
の

事
業
区
域
を
給
水
区
域
と
す
る
と
と
も

に
、
平
成
17
年
に
高
根
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
、

平
成
18
年
に
は
高
根
団
地
、
本
年
７
月
に

は
い
ず
み
台
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
と
相
次
い

で
、
配
水
管
を
整
備
し
、
団
地
の
専
用
水

道
を
市
営
の
水
道
に
切
り
替
え
、
給
水
を

開
始
し
ま
し
た
。 

配
水
管
の
整
備
は
、
21
年
度
の
野
呂
団

地
を
も
っ
て
住
宅
団
地
が
終
了
し
、
今
後

は
、
集
落
地
区
に
シ
フ
ト
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
こ
の
地
区
は
、
家
屋
が
点
在
し

て
い
る
た
め
、
配
水
管
の
１
戸
あ
た
り
の

布
設
延
長
は
20
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
住
民

の
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

す
。 

配
水
管
の
整
備
は
、
21
年
度
の
野
呂
団

地
を
も
っ
て
住
宅
団
地
が
終
了
し
、
今
後

は
、
集
落
地
区
に
シ
フ
ト
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
こ
の
地
区
は
、
家
屋
が
点
在
し

て
い
る
た
め
、
配
水
管
の
１
戸
あ
た
り
の

布
設
延
長
は
20
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
住
民

の
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

す
。 

ま

 
 

そ
こ
で
、
第
３
次
拡
張
事
業
を
推
進
し
、

未
給
水
区
域
を
解
消
す
る
に
あ
た
り
、
配

水
管
整
備
の
課
題
と
今
後
の
対
応
を
お

尋
ね
し
ま
す
。 

ま

 
 

そ
こ
で
、
第
３
次
拡
張
事
業
を
推
進
し
、

未
給
水
区
域
を
解
消
す
る
に
あ
た
り
、
配

水
管
整
備
の
課
題
と
今
後
の
対
応
を
お

尋
ね
し
ま
す
。 

☆

弁
（
水
道
局
長
） 

☆

弁
（
水
道
局
長
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答

 

未
給
水
区
域
を
解
消
す
る
た
め
の
配

水
管
整
備
の
課
題
で
す
が
、
未
給
水
区
域

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
既
設
の
配
水
本

管
を
要
望
地
区
に
延
伸
し
、
そ
の
配
水
本

管
に
配
水
支
管
を
接
続
し
て
面
的
な
整

備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
ま
す
。 

答

 

未
給
水
区
域
を
解
消
す
る
た
め
の
配

水
管
整
備
の
課
題
で
す
が
、
未
給
水
区
域

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
既
設
の
配
水
本

管
を
要
望
地
区
に
延
伸
し
、
そ
の
配
水
本

管
に
配
水
支
管
を
接
続
し
て
面
的
な
整

備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
ま
す
。 

現
在
、
配
水
本
管
と
１
戸
あ
た
り
20
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
配
水
支
管
は
全
額
市
の

負
担
で
布
設
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
は
、

工
事
費
の
半
分
を
加
入
者
の
方
々
に
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

現
在
、
配
水
本
管
と
１
戸
あ
た
り
20
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
配
水
支
管
は
全
額
市
の

負
担
で
布
設
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
は
、

工
事
費
の
半
分
を
加
入
者
の
方
々
に
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
加
入
者
負
担
は
、
区
の
上

水
道
配
水
管
布
設
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
り
、
20
万
円
を
上
限
に
そ
の
三
分

の
一
が
補
助
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
加
入
者
負
担
は
、
区
の
上

水
道
配
水
管
布
設
事
業
補
助
金
交
付
要
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す
。
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受
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来
年
度

の
整
備
に
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、
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の
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有
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で
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と
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を
進
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て
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ま
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が
、
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議

も
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い
、
本
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度
の
残
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算
を
か
き
集
め
れ

ば
何
と
か
今
年
度
中
に
工
事
発
注
が
で
き

る
と
の
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と
で
、
前
倒
し
で
整
備
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
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